
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

0

893,767

0

937,000

893,767

計　画

902,000

902,000

実　績

決　算 決算額

予
　
算

当初予算額

補正予算額

流用額

計

差引（一般財源）

細　節

その他の特定財源

国庫支出金

予算現額

県支出金

地方債

受益者負担金

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

10－01－02－003－05－04

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

金　額

消耗品費 254,000

937,000 902,000

特　記　事　項

特　記　事　項

苗、肥料、鎌等小農機具

農園管理委託料

893,767

金　額

特　記　事　項

実施校は７校（東小以外）
各学校とも特定の学年を対象にして実施した。

255,267

638,500委託料委託料683,000

参加児童生徒数

１９６３ ７８８

消耗品費 254,000

648,000委託料

サブリーダー 斎藤雅人

計
画

町が学校ごとに体験農園を設置し、学校が主体となって、児童生徒に農業体験をさせる。収穫し
た作物は、学校行事に活用する。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

事務事業名

細　節

消耗品費

体験農場事業

実
績

担当部課 こどもみらい課
担　当 学校教育担当

財
　
源

各学校付近の水田等を農業体験の圃場として耕作者に圃場提供及び管理を依頼し、体験農園
（田植え・稲刈り等）を実施した。さらに収穫した米等の食材を用いて「収穫祭」を実施している。

どのような成果が現れます（現れました）か？

農業体験を通して、作物を育てる楽しさ、収穫の喜び、生きるものの力を実感し、自ら生産した作
物を食べることにより食の大切さや地産地消への理解を育てる。

農業体験を実施したことがない児童生徒が実際に田んぼに入って泥だらけになり農作業を行った
ことで、児童生徒からは「初めて田植えをやって大変だったけど楽しかった。こんな大変なことを
やって作っているお米を大切にしようと思う。」という感想があったことから、生産の苦労、食物の大
切さを理解したと思われる。

指　標 目　標　値 達　成　値

細　節 金　額


